


















































































































































































































































































































は大学の授業はだいたい 10 分から 15
分遅れて始まるのが大半であったので
すが、クラーク先生はベルと同時に教
室に入ってきて先生より一歩でも遅れ
るともう教室には入れてもらえないの
でした。その授業では学生たちは先生
が執筆したかなり長い英文を暗記して
おくことが受講の条件でした。教室で
は学生はその文章の一部を置き換えて
は応用文を間髪を入れずに言わなけれ
ばなりません。進むにつれて置き換え
の部分が増えていって、それを繰り返
しているうちに自然に作文力、発話力
がついていくというものでした。予習
しておかないと授業についていけませ
んし、順番はどんどん回ってきます。
緊張しっぱなしの 90 分間でした。終る
とふう～とため息がもれ、疲れがどっ
と出ました。しかしそれ以上によく頑
張ったという満足感、そして何よりも
うれしい達成感がありました。そのク
ラスは自由科目でしたから意欲のある
学生だけが受講している、ということ
はあったにせよ、クラスサイズはゆう
に50人を超えていたと記憶しています。
そこを支配していたのは学生に甘えを
許さない教師の圧倒的な厳格さでした。
82
教育にはやはりそうした厳格さが必要
だと、私はうかつにも今頃になって改
めて感じ入っているところなのです。
　教師となって以来私はひそかにその
クラーク先生のような授業をやりたい
と念じてきました。しかしついにそれ
はかなわぬ夢で終ったようです。そう
いうことを実現できなかったおのれの
非力を思えば今はやはり引退の潮時な
のだと感慨にふける昨今です。
　立教大学との出会いがあって、それ
を定年まで全うできたこと、それをた
だただ感謝しています。すべての学生
を一人一人大切にする立教大学の素晴
らしい教育イズムがこれからも深く浸
透していくことを願ってやみません。
皆様ありがとうございました。
こまつ　ひでき
（本学社会学部教授）
